
 
平成２１年１１月６日 

各位 
 会 社 名 株式会社 葵プロモーション 
 代 表 者 代表取締役社長 髙瀬  哲 
  （コード番号９６０７ 東証第一部） 
 問 合 せ 先 専務取締役   八重樫 悟 
  ＴＥＬ０３（３７７９）８０００ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２１年５月２０日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせい

たします。 

記 
１．連結業績予想の修正 
 
（１）平成２２年３月期第２四半期累計期間（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日）の業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ７，７５０ ２２０ ２００ ９０ ７．４０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ６，１４８ ５４ △１３１ △８６ △７．２５

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１，６０２ △１６６ △３３１ △１７６ －

増 減 率 △２０．７ △７５．５ △１６５．５ △１９５．６ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期第２四半期）実績 ７，６８４ ２５３ ２２４ △８５ △７．０６

 
（２）平成２２年３月期通期（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）の業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １６，９５０ ８８０ ８１０ ４１０ ３３．７５

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １３，９００ ４６０ １３０ ２５０ ２０．９０

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △３，０５０ △４２０ △６８０ △１６０ －

増 減 率 △１８．０ △４７．７ △８４．０ △３９．０ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期）実績 １６，７６５ ４３２ ３８８ △２８９ △２３．８４

 
２．個別業績予想の修正 
 
（１）平成２２年３月期第２四半期累計期間（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日）の業績予想数値の修正       

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ５，９００ ６０ ９５ ３２ ２．６３

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ４，２４１ ５３ ７６ △２０ △１．７２

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１，６５９ △７ △１９ △５２  －

増 減 率 △２８．１ △１１．７ △２０．０ △１６２．５ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期第２四半期）実績 ６，２５６ ２５１ ２７７ △３０ △２．５０

 
（１）平成２２年３月期通期（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）の業績予想数値の修正              

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １２，５００ ４６０ ５２０ ２３０ １８．９０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，８００ ２６０ ３００ ２００ １６．７２

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △２，７００ △２００ △２２０ △３０  －

増 減 率 △２１．６ △４３．５ △４２．３ △１３．０ －

（ご参考）前期（平成２１年３月期）実績 １３，０１６ ５３５ ６３０ △１６８ △１３．８６



 
 
３．業績予想修正の理由 

（１）第２四半期累計期間 

  ① 個別 

    最悪期は脱したものの予断を許さない状況が続いているわが国経済の動きを反映した広告需要減少の影響が思

いのほか大きく、売上高が１０数年前の水準まで落ち込んだことから、上記のとおり期初の業績予想を下回る見込

みとなりました。 

    また、利益面では、制作原価率の低減や固定費の抑制が奏功し減収の影響を最小限に止めることができましたが、

関係会社株式評価損・事務所移転損失引当金繰入等の特別損失や税金費用計上があり、上記のとおり期初の業績予

想を下回る見込みとなりました。 

  ② 連結 

    売上高は、連結子会社が総じて健闘したものの個別業績予想の修正の影響が大きく、上記のとおり期初の業績予

想を下回る見込みとなりました。 

    また、利益面では、連結子会社が前期の不振から立ち直りつつあるものの計画した水準に達しなかったことと、

デジタルサイネージネットワーク開発及び生活行動情報流通事業等を推進するため本年４月に立ち上げた㈱タク

サシステムズ（現在の払込済資本２０５百万円、持分法適用会社）に係わる持分法投資損失が、弊社グループの出

資が先行する増資スケジュールの関係から最終的に想定している以上の比率で算出した数値で営業外費用に計上

されることと等から、上記のとおり期初の業績予想を下回る見込みとなりました。 

 

（２）通期 

  ① 個別 

    今後のわが国経済は、種々の下振れリスクを抱え諸施策の展開次第では景気停滞が長期化する懸念もあります。

広告需要は、暫くは冷え込んだまま推移することが予想されます。 

売上高が大きな改善は見込み難いこと、利益面は制作原価率の低減や固定費の抑制が更に期待できるものの減収

の影響が大きく黒字転換は果たしますが、いずれも上記のとおり期初の業績予想を下回る見込みとなりました。な

お、前期計上の映画作品に係る貸倒引当金の戻入額１２７百万円を特別利益として織り込んでおります。 

② 連結 

    売上高・利益とも、個別業績予想の落ち込みが大きくかつ連結子会社業績の回復の足取りも鈍いことから、個別

業績同様黒字転換は果たしますが、上記のとおり期初の業績予想を下回る見込みとなりました。なお、㈱タクサシ

ステムズ（期末の払込済資本予定６５５百万円）に係わる持分法損失２２５百万円を営業外費用に、持分変動利益

１３０百万円を特別利益に織り込んでおります。 

 

  なお、配当につきましては、平成２１年５月２０日公表のとおり、前期と同額の１株当たり年間２３円（第２四半期

末日７円、期末日１６円）を予定しております。 

 

 （注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


